
北九州空港将来ビジョン  戦略と工程（物流） 

戦

略

（１）貨物を増やす

（２）多様な国内外
ネットワークを
構築する

（３）空港機能を
強化する

（４）物流拠点化を
推進する

①新たな需要を掘り起こす

①旅客便を強化する

②貨物専用便を強化する

ＳＴＥＰ１

ポテンシャルの発揮
ＳＴＥＰ２

北部九州の物流拠点
ＳＴＥＰ３

九州・西中国の物流拠点

将来像１：九州・西中国の物流拠点空港 【物流】

将 来 像

①物流関連施設の立地を促進する

②物流事業者の利便性を向上する

①施設を拡充する

2015年 2020年頃 2030年頃 2050年頃

東九州自動車道沿線からの集荷促進

貨物上屋の拡充、欧米直行便に必要な滑走路3,000ｍ

フォワーダーの誘致、通関体制の拡充

（注） は想定される施策の例



北九州空港将来ビジョン  戦略と工程（交流） 

戦

略

（１）多様な国内外
ネットワークを
構築する

（２）空港アクセス
を強化する

（３）空港機能を
強化する

将来像２：北部九州の活発な交流を支える空港 【交流】

①国内24時間空港との国内路線を誘致する

②相手空港の到着・出発時刻に応じたアジアを中心とした国際路線を誘致する

①バスアクセスを強化する

③リージョナルジェットを活用して地方都市と結ぶ路線を誘致する

ＳＴＥＰ１

ポテンシャルの発揮
ＳＴＥＰ２

福岡空港の補完

ＳＴＥＰ３

北部九州の
活発な交流を支える

将 来 像

②空港利用者の利便性を向上する

①施設を拡充する

③更なる公共交通機関整備を検討する

②道路アクセスを強化する

④欧米国際路線を誘致する

⑤ビジネスジェットの受け入れ体制を強化する

2015年 2020年頃 2030年頃 2050年頃

羽田との深夜早朝便

福岡都市圏－空港間、小倉都心－空港間

軌道系アクセスの検討

通関・出入国・検疫体制の強化

ターミナルビル等の拡充、欧米直行便に必要な滑走路3,000ｍ

（注） は想定される施策の例



北九州空港将来ビジョン  戦略と工程（産業） 
将来像３：航空関連産業の拠点空港 【産業】

戦

略

（１）ＭＲＪの飛行試験
拠点を整備する

（２）航空機産業
拠点を形成する

（３）航空関連産業の
人材を育成する

（４）航空機整備
産業を誘致する

2015年 2020年頃 2030年頃 2050年頃

ＳＴＥＰ１

ＭＲＪの
飛行試験拠点

ＳＴＥＰ２

ＭＲＪの
製造拠点

ＳＴＥＰ３

航空関連産業の拠点

①ＭＲＪの製造拠点を誘致する

将 来 像

①施設を整備する

③海外との部品輸送に必要な施設を整備する

①操縦士・整備士育成の拠点化を推進する

①航空機を整備する事業者を誘致する

②航空機部品産業を誘致・育成する

エプロン・格納庫等の整備

欧米直行便に必要な滑走路3,000ｍ

（注） は想定される施策の例


